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岡
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額
田
王
の
一
一
三
番
歌
題
詞
「
蘿
生
松
柯
」
再
考

―
万
葉
集
中
の
「
蘿
生
」
は
「
こ
け
む
す
」
と
訓
ん
で
よ
い
か
―

月
　
野
　
文
　
子

一
、
は
じ
め
に

『
万
葉
集
』
巻
二
の
相
聞
部
に
「
藤
原
宮
御
宇
天
皇
代
」（
持
統
朝
）
の
歌
と
し
て
収
載
さ
れ
る
弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
（
一

一
一
番
歌
・
一
一
二
番
歌
）
が
あ
り
、
そ
の
後
に
「
従
吉
野
折
取
蘿
生
松
柯
遣
時
、
額
田
王
奉
入
歌
一
首
」
の
題
詞
を
持
つ
額
田
王
の

歌
（
一
一
三
番
歌
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
か
つ
て
筆
者
は
、
こ
の
三
首
を
同
一
機
会
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
考
え
た
場
合
（
注
１
）の
一
一
三
番
歌

の
位
置
づ
け
を
、
そ
の
題
詞
か
ら
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
に
、
従
来
は
コ
ケ
の
意
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
「
蘿
」
を
、
中
国
古

典
文
学
の
用
例
か
ら
松
に
絡
ま
る
蔓
性
植
物
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
（
（

（
注

。
さ
ら
に
、
吉
野
か
ら
遣
さ
れ
た
松
柯
は
楽
府
詩
「
崋
山
畿
」

二
十
五
首
中
の
「
松
上
蘿
」
を
下
敷
き
に
し
た
謎
か
け
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

『
万
葉
集
』
中
に
「
蘿
」
字
の
用
例
は
十
二
箇
所
あ
る
が
、
そ
の
中
で
最
初
に
出
て
く
る
の
が
当
該
題
詞
の
「
蘿
生
松
柯
」
で
あ
る
。

古
く
は
問
題
に
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
江
戸
期
の
注
釈
書
が
こ
れ
を
「
こ
け
」
と
解
し
た
の
に
引
き
ず
ら
れ
、
集
中
の
他
の

「
蘿
生
」
を
「
こ
け
む
す
」
と
訓
む
よ
う
に
な
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
一
三
番
歌
題
詞
の
「
蘿
」
が
コ
ケ
で
は
な
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く
、
蔓
性
植
物
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
用
例
の
解
釈
も
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
稿
で
は
、
こ
の
点
と
『
和
名
抄
』
お
よ
び

本
草
学
の
書
物
の
確
認
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
補
う
か
た
ち
で
再
考
し
、
一
一
三
番
歌
の
題
詞
の
み
な
ら

ず
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
蘿
生
」
表
記
の
訓
み
を
検
討
す
る
。
そ
の
た
め
、
前
稿
と
内
容
の
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
予
め

断
っ
て
お
く
。
ま
ず
、
当
該
歌
三
首
を
あ
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
吉
野
宮
に
幸
せ
る
時
に
、
弓
削
皇
子
、
額
田
王
に
贈
り
与
ふ
る
歌
一
首

　
Ａ
　
古
に
恋
ふ
る
鳥
か
も
ゆ
づ
る
は
の
御
井
の
上
よ
り
鳴
き
渡
り
行
く
（
巻
二
・
一
一
一
）

　
　
　
　
　
　
額
田
王
の
和
へ
奉
る
歌
一
首
　
倭
の
京
よ
り
進
り
入
る

　
Ｂ
　
古
に
恋
ふ
ら
む
鳥
は
ほ
と
と
ぎ
す
け
だ
し
や
鳴
き
し
吾
が
思
へ
る
ご
と
（
巻
二
・
一
一
二
）

　
　
　
　
　
　
吉
野
よ
り
蘿
の
生
じ
た
る
松
柯
を
折
り
取
り
て
遣
し
し
時
、
額
田
王
奉
り
入
る
歌
一
首

　
Ｃ
　
み
吉
野
の
玉
松
が
枝
は
愛は

し
き
か
も
君
が
み
言
を
持
ち
て
通
は
く
（
巻
二
・
一
一
三
）

筆
者
の
考
え
る
額
田
王
の
Ｃ
歌
の
位
置
づ
け
と
「
蘿
」
が
蔓
性
植
物
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
Ａ
歌
と
Ｂ
歌
が

詠
ま
れ
た
状
況
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
題
詞
に
よ
れ
ば
、
吉
野
行
幸
に
供
奉
し
た
弓
削
皇
子
が
倭
の
京
（
明
日
香
宮
）

に
残
っ
て
い
た
額
田
王
に
歌
を
贈
り
、
額
田
王
が
そ
れ
に
和
し
た
歌
を
吉
野
へ
戻
る
使
者
に
託
し
た
の
で
あ
る
。
Ｃ
歌
は
、
そ
の
後
に

更
に
弓
削
皇
子
が
額
田
王
の
と
こ
ろ
へ
「
蘿
生
の
松
柯
」（
柯
は
枝
）
を
届
け
さ
せ
、
額
田
王
が
歌
で
応
え
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

諸
注
釈
は
、
前
に
置
か
れ
た
Ａ
の
弓
削
皇
子
の
贈
歌
が
行
幸
先
の
吉
野
で
詠
ま
れ
て
お
り
、
額
田
王
Ｃ
歌
の
題
詞
に
も
ま
た
、「
吉
野

よ
り
遣
わ
さ
れ
た
松
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
行
為
は
弓
削
皇
子
に
よ
る
も
の
と
い
う
解
釈
で
落
ち
着
い
て
い
る
が
、
Ｃ
歌
に
対
す

る
考
察
は
Ａ
Ｂ
に
比
べ
て
手
薄
で
あ
り
、
ま
た
、
題
詩
と
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
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額
田
王
の
一
一
三
番
歌
題
詞
「
蘿
生
松
柯
」
再
考

二
、『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
蘿
」「
松
蘿
」

江
戸
期
の
注
釈
が
額
田
王
の
一
一
三
番
歌
の
題
詞
の
「
蘿
」
を
「
こ
け
」
と
訓
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
準
拠
す
べ
き
書
物
と
し
て

度
々
刊
行
さ
れ
た
『
和
名
抄
（
（

（
注

』
の
記
述
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
和
名
抄
』
は
「
蘿
」
を
苔
類
に
分
類
し
て
お

り
、『
唐
韻
』『
日
本
紀
私
記
（
（

（
注

』
二
つ
の
書
物
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
蘿
　
唐
韻
云
蘿
魯
何
反
日
本
紀
私
記
云
蘿
比
加
介
女
蘿
也

『
唐
韻
』
か
ら
の
引
用
は
「
蘿
魯
何
反
女
蘿
也
」
で
あ
る
。『
唐
韻
』
は
韻
書
で
あ
る
か
ら
「
蘿
」
字
の
発
音
を
反
切
で
示
し
、
簡
単
な

意
味
を
付
す
だ
け
で
あ
る
。『
和
名
抄
』
は
こ
れ
に
挿
入
す
る
か
た
ち
で
、「
日
本
紀
私
記
云
蘿
比
加
介
」
と
説
明
す
る
。
但
し
、『
日
本

紀
私
記
』
の
表
記
は
「
比
舸
礙
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
神
代
紀
に
お
い
て
、
天
鈿
女
命
が
手
に
茅
纏
の
矟
を
持
ち
天
石
窟
戸
の
前
に
立
っ

て
、
天
照
大
神
を
呼
び
出
す
為
の
わ
ざ
を
ぎ
を
す
る
際
の
解
説
箇
所
で
あ
る
。
該
当
箇
所
の
『
日
本
書
紀
』『
古
語
拾
遺
』『
古
事
記
』

を
確
認
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、

　（
紀
）
以
天
香
山
之
真
坂
樹
為
鬘
、
以
蘿
　
此
云
比
舸
礙
　
為
手
繦
　
手
繦
、
此
云
多
須
枳

　（
古
）
以
真
薜
葛
為
鬘
、
以
蘿
葛
為
手
繦
　
蘿
葛
者
比
可
気

　（
記
）
手
次
繋
天
香
之
山
天
之
日
影
而
、
為
縵
天
之
真
拆
而

と
な
っ
て
い
る
。『
和
名
抄
』
は
、『
日
本
紀
私
記
』
に
「
蘿
比
舸
礙
」
と
あ
る
の
を
参
照
し
た
う
え
で
仮
名
を
簡
単
な
も
の
に
改
め
た
こ
と

に
な
る
。
な
お
、『
古
語
拾
遺
』
に
お
い
て
は
当
該
箇
所
は
「
蘿
葛
を
以
っ
て
手
繦
と
為
す
」
で
、「
蘿
」
で
は
な
く
「
蘿
葛
」
と
し
て
い

る
点
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。「
繦
」
は
紐
、
綱
の
意
で
あ
る
。
ま
た
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
「
日
影
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
岩
屋
戸

神
話
に
関
わ
る
「
蘿
」
は
、
手
繦
・
手
次
（
襷
）
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
蔓
性
の
植
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
日
我
々
が
イ
メ
ー
ジ

す
る
よ
う
な
苔
類
で
は
あ
り
得
な
い
。『
古
語
拾
遺
』
の
「
蘿
葛
」
の
表
記
が
「
蘿
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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な
お
、『
和
名
抄
』
が
引
用
し
た
『
唐
韻
』
そ
の
も
の
は
現
存
し
な
い
が
、『
唐
韻
』
が
基
礎
と
し
た
『
切
韻
』、
ま
た
『
唐
韻
』
を
修

訂
増
補
し
た
『
広
韻
』
は
現
存
す
る
。『
切
韻
』
に
つ
い
て
は
、
系
統
の
異
な
る
も
の
も
含
め
て
五
つ
の
伝
本
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
「
蘿
」
字
の
意
味
を
「
蘿
葛
」
の
熟
語
に
置
き
換
え
て
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、『
広
韻
』
で
は
『
唐
韻
』
と
同

じ
く
「
蘿
」
を
「
女
蘿
」
と
説
明
す
る
（
（

（
注

。
こ
れ
ま
で
に
あ
げ
た
文
献
の
「
蘿
」
は
、
み
な
蔓
性
植
物
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
二
十
巻
本
『
和
名
抄
』
は
「
蘿
」
の
次
に
「
松
蘿
」
を
立
項
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は

　
松
蘿
　
辨
要
决
云
松
蘿
一
名
女
蘿
　
和
名
萬
豆
乃
古
介
一
云
佐
流
乎
加
世

と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
書
は
隣
接
す
る
二
つ
の
項
目
で
、
一
方
で
は
〈
蘿
＝
女
蘿
〉
と
し
、
一
方
で
は
〈
松
蘿
＝
女
蘿
〉
と

し
て
お
き
な
が
ら
、
蘿
の
和
名
は
「
比
加
介
」
と
し
、
松
蘿
の
和
名
は
「
萬
豆
乃
古
介
」「
佐
流
乎
加
世
」
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
十
巻
本
『
和
名
抄
』
で
は
、
二
十
巻
本
が
二
つ
の
項
目
に
分
け
る
「
蘿
」
と
「
松
蘿
」
が
一
つ
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

　
蘿
　
唐
韻
云
蘿
　
盧
多
反
日
本
紀
私
記
云
蘿
比
加
介
　
女
蘿
也
雑
要
决
云
松
蘿
一
名
女
蘿
　
万
豆
乃
古
介
一
云
佐
流
乎
加
世

し
か
し
、「
比
加
介
」
と
「
佐
流
乎
加
世
」
は
形
状
が
異
な
る
の
で
、
何
故
そ
の
よ
う
な
説
明
に
な
る
の
か
不
可
解
で
あ
る
。「
一
云
」

は
異
伝
で
あ
っ
て
、
別
名
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。『
和
名
抄
』
に
先
立
つ
『
本
草
和
名
（
（

（
注

』
に
松
蘿
の
記
載
は
あ
る
が
、

　
松
蘿
一
名
女
蘿
一
名
葛
蘿
一
名
蓎
蘿
一
名
玉
女
一
名
蔦
蘿
一
名
蔓
蘿
一
名
蔓
女
蘿
一
名
莵
絲
和
名
末
都
乃
古
介

と
あ
っ
て
、
女
蘿
以
下
八
つ
の
別
名
を
挙
げ
て
は
い
る
が
、
和
名
は
「
末
都
乃
古
介
」
と
す
る
の
み
で
、
さ
る
を
か
せ
に
関
す
る
記
述

は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
マ
ツ
ノ
コ
ケ
が
海み

る松
の
如
く
〈
松
に
似
た
形
状
の
コ
ケ
〉
な
の
か
、〈
松
に
生
じ
る
コ
ケ
〉
な
の
か
も
不
明
で
あ

る
。
す
る
と
、『
和
名
抄
』
の
「
一
云
佐
流
乎
加
世
」
の
部
分
が
後
世
の
書
き
入
れ
で
あ
っ
た
疑
い
も
生
じ
る
。
な
お
、
二
十
巻
本
『
和

名
抄
』
の
な
か
に
は
、
寛
文
七
年
村
上
版
の
よ
う
に
、「
蘿ヒ
カ
ゲ」
と
し
、「
松マ
ツ
ノ
コ
ケ蘿」
に
は
、
左
右
に
マ
ツ
ノ
コ
ケ
サ
ル
ヲ
カ
セ
の
振
り
仮
名

を
つ
け
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
江
戸
期
の
本
草
学
の
書
物
の
多
く
が
「
松
蘿
」
の
項
目
を
設
け
、
そ
こ
に
サ
ル
ヲ
ガ
セ
の
読
み
仮
名
を

サ
ル
ヲ
ガ
セ
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額
田
王
の
一
一
三
番
歌
題
詞
「
蘿
生
松
柯
」
再
考

付
し
て
い
る
こ
と
と
も
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

二
十
巻
本
『
和
名
抄
』
が
項
目
を
別
に
立
て
る
以
上
、
ど
こ
か
で
「
蘿
」
と
「
松
蘿
」
と
は
別
の
物
だ
と
い
う
認
識
が
生
じ
た
は
ず

で
あ
る
。
た
だ
し
、「
蘿
」
は
ヒ
カ
ゲ
カ
ズ
ラ
で
、「
松
蘿
」
だ
け
が
サ
ル
ヲ
ガ
セ
を
さ
す
の
だ
と
し
て
も
、
Ｃ
歌
題
詞
の
問
題
は
解
決

し
な
い
。
山
地
に
自
生
す
る
ヒ
カ
ゲ
カ
ズ
ラ
は
地
上
を
這
っ
て
延
び
る
が
樹
木
に
這
い
上
が
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
サ
ル
ヲ
ガ
セ
は

亜
高
山
帯
の
樹
木
に
付
着
す
る
植
物（

（

（
注

で
あ
り
、
吉
野
離
宮
周
辺
に
は
生
育
は
し
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

神
話
に
見
え
る
蘿
「
比
加
介
」（
日
影
＝
ひ
か
げ
か
づ
ら
）
は
、
山
地
に
自
生
す
る
葛
性
の
多
年
生
常
緑
草
本
で
松
や
杉
に
似
た
針
状
の

葉
を
も
ち
、
茎
は
地
上
を
這
っ
て
延
び
分
枝
す
る
。
い
わ
ゆ
る
苔
類
と
は
様
相
を
異
に
す
る
。
常
緑
で
刈
り
取
っ
て
も
し
ば
ら
く
は
そ
の

緑
を
保
つ
こ
と
か
ら
、
長
く
延
び
た
紐
状
の
茎
は
神
事
の
際
、
冠
を
止
め
る
笄
の
左
右
に
懸
け
て
「
か
ざ
し
」
と
し
た
。「
か
ず
ら
」
と
も

「
蘿
（
か
げ
）」
と
も
よ
ぶ
。
も
と
も
と
「
蘿
」
が
蔓
状
の
植
物
を
広
く
指
す
漢
字
で
あ
っ
た
た
め
、我
が
国
で
は
地
上
を
這
っ
て
蔓
状
に
延

び
る
比
加
介
に
も
「
蘿
」
が
あ
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
や
『
古
語
拾
遺
』
の
用
例
が
あ
り
、
漢
文
学
の
蘿
が
蔓
性
の

植
物
を
さ
す
以
上
、
や
は
り
、
万
葉
中
の
「
蘿
生
」
の
表
記
を
一
概
に
「
こ
け
む
す
」
意
に
解
釈
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

『
芸
文
類
聚
』
を
見
て
み
る
と
、
草
部
上
に
項
目
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
「
蘿
」
で
は
な
く
〈
女
蘿
〉
で
あ
る
。
ま
た
、
配
列

を
確
認
し
て
み
る
と
、「
女
蘿
」
は
蔓
性
の
寄
生
植
物
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
莵
絲
（
注
８
）」
の
次
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
草
部
下
に
お
か
れ
る

「
苔
」
と
は
か
な
り
隔
た
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
む
ろ
ん
、「
苔
」
の
項
目
は
水
草
や
水
辺
の
植
物
と
並
ぶ
。

一
方
、
二
十
巻
本
『
和
名
抄
』
で
は
、
巻
二
十
の
後
半
か
ら
水
辺
の
植
物
で
あ
る
蓱
、
蒲
、
菰
、
菖
蒲
、
藺
な
ど
が
並
び
、
そ
れ
に

続
く
の
が
苔
類
の
項
目
で
苔
、
屋
遊
、
石
衣
、
垣
衣
、
蘿
、
松
蘿
が
並
ぶ
。
苔
は
「
陸
詞
切
韻
云
苔
和
名
古
介
水
衣
」
ま
た
、
石
衣
は

「
石
衣
和
名
知
比
佐
木
古
介
」
と
あ
る
が
、『
爾
雅
』
で
は
「

石
衣
」
と
し
、『
爾
雅
註
疏
紀
聞
（
（

（
注

』
は
こ
れ
を
本
草
の
記
述
か
ら
「
カ
ハ
モ

ヅ
ク
、
カ
ハ
ア
ヲ
ノ
リ
」
と
す
る
。
石
衣
は
水
中
の
石
に
つ
く
苔
や
藻
の
こ
と
で
あ
る
。
垣
衣
は
『
和
名
抄
』
に
「
一
名
青
苔
衣
一
名

屋
遊
…
和
名
之
乃
布
久
佐
一
名
古
介
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
「
蘿
」
と
「
松
蘿
」
が
続
き
、
後
ろ
に
蓮
類
が
置
か
れ
る
。「
蓮
類
」
と
い
う

分
類
語
が
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
置
か
れ
る
の
は
、
芙
蕖
、
藕
、
蔤
、
茄
な
ど
爾
雅
が
ハ
ス
の
各
部
の
名
称
を
連
ね
て
い
る
の
を
そ
の

ま
ま
引
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ハ
ス
は
水
中
で
生
育
す
る
植
物
で
あ
る
か
ら
、
水
中
の
藻
を
い
う
苔
や
石
衣
の
後
に
続
い
て
も
お
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か
し
く
は
な
い
の
に
、
何
故
か
間
に
「
蘿
」
と
「
松
蘿
」
が
入
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
蓮
類
に
続
く
の
が
葛
類
な
の
で
あ
る
。
本
来
は

葛
類
に
置
か
れ
る
べ
き
「
蘿
」
と
「
松
蘿
」
が
何
等
か
の
事
情
で
水
辺
の
植
物
の
中
に
紛
れ
込
ん
だ
と
考
え
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

と
も
か
く
、『
和
名
抄
』
に
お
い
て
「
蘿
」
と
「
松
蘿
」
が
苔
類
の
部
に
置
か
れ
た
こ
と
が
、
後
の
時
代
の
万
葉
の
訓
み
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
も
う
一
つ
、「
蘿
」
の
解
釈
が
紛
れ
や
す
い
事
情
が
あ
っ
た
。
後
に
述
べ
る
詩
経
の
「
頍
弁
」
の
毛

伝
に
「
女
蘿
兔
絲
松
蘿
也
」（
女
蘿
は
兔
絲
、
松
の
蘿
な
り
）
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。『
爾
雅
』
で
は
「
唐
蒙
女
蘿
、
女
蘿
莵
絲
」（
唐
蒙

は
女
蘿
、
女
蘿
は
莵
絲
）
と
す
る
が
、「
松
蘿
」
の
語
は
見
え
な
い
。
女
蘿
（
蔓
状
植
物
を
い
う
も
っ
と
も
一
般
的
な
呼
称
）
の
形
状
を

別
の
植
物
で
説
明
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
松
蘿
が
松
に
絡
ん
だ
蘿
と
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
と
も
い
え
る
。
と
こ
ろ

が
、「
松
の
蘿
」
を
「
松
蘿
」
と
い
う
植
物
名
と
す
る
誤
解
が
生
じ
て
混
乱
し
た
の
で
あ
る
。『
爾
雅
』
に
「
松
蘿
」
の
語
が
な
い
以
上
、

『
爾
雅
註
疏
紀
聞
』
に
も
「
松
蘿
」
の
独
立
し
た
項
目
は
な
い
。
し
か
し
、『
爾
雅
註
疏
紀
聞
』
は
、「
唐
蒙
女
蘿
、
女
蘿
莵
絲
」
の
つ
い

で
に
、
本
草
学
の
立
場
か
ら
松
蘿
の
説
明
を
追
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
女
蘿
に
つ
い
て
の
誤
解
が
更
に
進
ん
で
い
る
。

　�

唐
蒙
ニ
女
蘿
モ
皆
松
蘿
ノ
コ
ト
也
…
…
女
蘿
は
松
の
サ
ガ
リ
コ
ケ
ト
モ
云
、
深
山
松
樹
ノ
枝
ニ
カ
ゝ
リ
テ
ア
リ
形
状
太
キ
糸
ノ

如
ク
白
色
ニ
シ
テ
ア
ヲ
ミ
ア
リ
…
…
日
光
ノ
モ
ノ
ハ
五
七
尺
ニ
モ
至
ル

ま
た
、
同
書
は
蒙
王
母
を
「
松
蘿
也
」
と
し
て
い
て
、
こ
の
松
蘿
に
サ
ル
ヲ
ガ
セ
の
読
み
仮
名
を
つ
け
て
い
る
。
完
全
に
混
同
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
サ
ル
ヲ
ガ
セ
が
亜
高
山
帯
の
植
物
で
あ
る
た
め
、
実
態
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

さ
て
、『
和
名
抄
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
蘿
＝
女
蘿
＝
松
蘿
と
な
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
蘿
が
〈
古
介
〉
で
あ
る
蓋
然
性
は
な
い
。『
大

漢
和
辞
典
』
で
「
松
蘿
」
を
引
く
と
「
地
衣
の
一
。
さ
る
を
が
せ
、
さ
が
り
ご
け
。
…
ま
た
、
松
樹
に
絡
ま
る
か
づ
ら
を
い
ふ
。
女
蘿
」

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
サ
ル
ヲ
ガ
セ
と
い
う
理
解
だ
け
で
な
く
、「
蘿
」
が
松
の
木
に
絡
ん
で
一
緒
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
「
松
蘿
」
と
い

う
解
釈
も
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
多
く
の
用
例
を
載
せ
て
は
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
女
蘿
と
莵
絲
を
併
せ
て
述
べ
た
文
献
で

あ
り
、「
松
蘿
」
な
る
植
物
が
あ
る
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
サ
ル
ヲ
ガ
セ
と
限
定
で
き
る
よ
う
な
用
例
は

見
出
せ
な
い
。
中
国
古
典
文
学
の
用
例
か
ら
す
れ
ば
、「
松
に
絡
ま
る
か
づ
ら
」
と
捉
え
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
と
く
に
遊
仙
詩
や
山
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額
田
王
の
一
一
三
番
歌
題
詞
「
蘿
生
松
柯
」
再
考

水
詩
で
は
「
蘿
」
は
つ
た
か
ず
ら
の
類
を
表
す
語
と
し
て
、
蘿
蔓
、
蘿
葛
、
藤
蘿
、
薜
蘿
な
ど
平
仄
も
勘
案
さ
れ
て
熟
語
と
な
り
、
隠

者
の
棲
家
や
深
山
を
表
現
す
る
際
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
景
物
と
な
っ
て
い
る
。
漢
詩
文
の
用
例
を
見
れ
ば
、
Ｃ
歌
題
詞
に
み
え

る
「
蘿
」
を
、「
蔓
」
性
植
物
の
意
味
に
解
釈
す
る
方
が
違
和
感
が
な
い
の
で
あ
る
。

三
、
額
田
王
の
一
一
三
番
歌
の
題
詞
の
解
釈

す
で
に
前
稿
で
述
べ
た
が
、
Ａ
Ｂ
の
や
り
と
り
は
謎
か
け
と
そ
の
解
答
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
に
置
か
れ
た
Ｃ
も
含
め

た
三
首
を
一
連
の
作
と
見
做
す
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
Ｃ
歌
題
詞
に
み
え
る
〈
吉
野
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
「
蘿
生
松
柯
」〉
も
謎
か
け
で
、

Ｃ
歌
が
そ
の
答
え
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
松
の
枝
に
現
存
し
な
い
歌
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
蘿
生
松

柯
そ
の
も
の
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
謎
か
け
）
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

従
来
説
で
は
、
Ａ
Ｂ
歌
が
天
武
天
皇
の
時
代
を
懐
か
し
む
、
い
わ
ば
〈
懐
旧
〉
を
詠
む
も
の
と
解
釈
す
る
た
め
に
、
Ｃ
歌
お
よ
び
そ

の
題
詞
も
Ａ
Ｂ
同
様
に
、〈
懐
旧
〉
を
嘆
ず
る
こ
と
の
延
長
に
あ
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
題
詞
の
「
吉
野
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
蘿
生
松
柯
」
も
〈
懐
旧
〉
の
延
長
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
「
い
に
し
へ
（
歳
月
を
経

た
こ
と
）」
の
象
徴
性
を
読
み
取
ろ
う
と
し
て
、「
こ
け
む
す
」
と
解
釈
し
た
。「
蘿
」
と
い
う
漢
字
は
本
来
、
蔓
性
植
物
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
歳
月
の
経
過
を
読
み
取
る
の
に
都
合
の
よ
い
コ
ケ
類
へ
傾
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は

「
蘿
」
の
解
釈
に
対
す
る
混
乱
が
古
く
か
ら
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
契
沖
の
『
代
匠
記（
（注

（
注

』
は
『
和
名
抄
』
を
引
用
し
て
、

　
和
名
云
、
辨
要
决
云
松
蘿
一
名
女
蘿
和
名
萬
豆
乃
古
介
一
云
佐
流
乎
加
世

と
し
、『
古
今
六
帖
』
と
『
元
輔
集
』
か
ら
〈
松
の
苔
〉
を
詠
ん
だ
歌
を
例
に
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
賀
茂
真
淵
の
『
万
葉
考
』
に
は
、
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下
に
子
松
之
末
尓
蘿コ
ケ
ム
ス生
ま
で
に
、
巻
十
四
桙
椙
之
末
尓
薜コ
ケ

生
ま
で
に
て
ふ
も
同
じ
く
て
、
深
き
山
の
古
木
に
生
る
日
影
の
事
也
、

和
名
抄
に
蘿
日
本
紀
私
記
云
蘿
比
加
介
女
蘿
也
和
名
萬
豆
乃
古
介
一
云
佐
流
乎
加
世
と
云
り
。

と
あ
る
。「
蘿
」
を
深
山
の
古
木
に
生
え
る
「
日
影
」
の
こ
と
と
し
、
そ
の
一
方
で
、「
蘿
生
」
に
コ
ケ
ム
ス
と
読
み
仮
名
を
付
し
て
い

る
。
山
地
に
生
え
る
日
影
と
、
深
山
に
生
え
る
サ
ル
ヲ
ガ
セ
と
混
同
し
て
い
る
。
蘿
と
松
蘿
を
一
つ
の
項
目
と
す
る
十
巻
本
『
和
名
抄
』

を
引
用
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、「
雑
要
决
云
松
蘿
一
名
女
蘿
」
の
部
分
を
脱
し
て
い
る
。
橘
千
蔭
の
『
万
葉
集
略
解
』
は
「
山
の
古
木
に

生
る
日
蔭
の
事
也
、
和
名
抄
蘿
日
本
紀
私
記
云
蘿
比
加
介
女
蘿
也
、
和
名
萬
豆
乃
古
介
一
云
佐
流
乎
加
世
」
と
、
ほ
ぼ
『
万
葉
考
』
を

引
き
写
し
て
い
る
。
ヒ
カ
ゲ
と
サ
ル
ヲ
ガ
セ
を
同
一
視
す
る
の
は
、
そ
れ
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
貝
原
益
軒
の
『
大
和
本
草（
（注

（
注

』
の
誤
り
に

よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
大
和
本
草
』
は
松
蘿
を
サ
ル
ヲ
ガ
セ
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
図
解
は
明
ら
か
に
ヒ
カ

ゲ
で
あ
り
、
蔓
草
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
橘
守
部
の
『
万
葉
集
檜
嬬
手
』
に
な
る
と
「
こ
ゝ
は
た
ゞ
常
の
苔
な
る
を
通
は
し
て
書
け
る
に
も
有
る
べ
し
」
と
し
、

鹿
持
雅
澄
の
『
萬
葉
集
古
義
』
も
、『
代
匠
記
』
と
同
じ
苔
の
歌
を
引
用
し
て
、「
老
木
の
枝
に
は
、
苔
の
む
す
も
の
な
れ
ば
、
年
久
し

き
に
た
と
へ
た
る
な
り
」
と
い
う
ふ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
ヒ
カ
ゲ
と
も
サ
ル
ヲ
ガ
セ
と
も
付
け
加
え
な
い
の
は
『
和
名
抄
』
が
「
松

蘿
」
を
苔
類
に
置
い
て
萬
豆
乃
古
介
と
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
コ
ケ
と
い
う
こ
と
以
上
に
は
関
心
を
示
さ
な
い
。

さ
ら
に
昭
和
以
降
の
注
釈
書
で
は
、
山
田
孝
雄
『
万
葉
集
講
義
』
が
『
和
名
抄
』
を
引
用
し
て
、

　�

…
今
も
「
さ
る
を
が
せ
」
又
「
さ
が
り
ご
け
」
と
い
ひ
て
深
山
の
松
杉
な
ど
の
樹
皮
に
か
か
り
て
長
く
垂
れ
て
あ
り
。
こ
こ
に

て
は
、
松
に
対
し
て
い
へ
る
な
れ
ば
、「
生
」
は
「
ム
セ
ル
」
と
よ
む
べ
し
。
本
巻
下
「
二
二
八
」
に
「
子
松
之
末
爾
蘿
生
萬
代

爾
」
と
あ
る
そ
の
例
な
り
。

と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
田
『
講
義
』
は
題
詞
の
表
記
が
「
松
蘿
」
で
は
な
く
、「
蘿
生
松
」
で
あ
る
こ
と
は
意
識
し
て
い
る
が
、
あ
く

ま
で
も
こ
れ
を
サ
ル
ヲ
ガ
セ
と
捉
え
る
。
さ
ら
に
、
澤
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釋
』
は
、『
本
草
和
名
』
と
『
和
名
抄
』
と
を
引
用
し
て
、
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額
田
王
の
一
一
三
番
歌
題
詞
「
蘿
生
松
柯
」
再
考

　�「
ひ
か
げ
」
は
別
で
、
こ
こ
に
蘿
と
あ
る
は
右
の
両
書
に
松
蘿
と
あ
り
マ
ツ
ノ
コ
ケ
と
あ
る
も
の
で
、
一
云
佐
流
乎
加
世
と
あ
る

や
う
、
今
も
さ
る
を
が
せ
と
呼
び
、
深
山
の
松
の
古
木
に
附
着
し
て
絲
屑
の
や
う
な
形
で
垂
れ
下
が
つ
て
ゐ
る
も
の
。

と
説
明
し
て
い
る
。
伊
藤
博
『
万
葉
集
釋
注
』
は
沢
瀉
と
同
じ
く
「
古
木
に
糸
屑
状
に
垂
れ
さ
が
る
さ
る
お
が
せ
」
と
し
て
い
る
。

『
万
葉
集
』
に
は
「
松
」
と
「
蘿
」
の
組
み
合
わ
せ
は
あ
っ
て
も
、「
松
蘿
」
の
語
は
何
処
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
『
和
名
抄
』
の
「
松サ
ル
ヲ
ガ
セ蘿」
に
拠
っ
て
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
額
田
王
の
Ｃ
歌
題
詞
は
「
松
蘿
」
と
は
し
て
お
ら
ず

「
蘿
生
松
」
で
あ
る
。四

、
万
葉
歌
に
詠
ま
れ
る
「
蘿
生
」

こ
こ
ま
で
は
、
額
田
王
Ｃ
歌
題
詞
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、『
万
葉
集
』
中
に
「
蘿
生
」
の
表
記
は
八
首
中
に
歌
語
と
し
て
用
い
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
訓
む
か
（
解
釈
す
る
か
）
は
当
該
題
詞
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

当
該
題
詞
も
含
め
た
九
例
の
「
蘿
生
」
の
他
に
、「
蘿
」
字
を
用
い
て
い
る
の
が
、
巻
七
の
分
類
項
目
「
詠
蘿
」
と
そ
こ
に
配
さ
れ
た

歌
の
「
蘿こ
け
む
し
ろ蓆」
で
あ
る
。
な
お
、
筆
者
は
こ
の
ほ
か
に
巻
五
の
梅
花
宴
の
序
文
中
の
「
松
掛
羅
而
傾
蓋
」（
松
は
羅
を
掛
け
て
蓋
を
傾

く
）
も
加
え
る
。
そ
の
理
由
は
、「
蘿
」
と
「
羅
」
は
誤
写
や
通
用
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
部
分
は
松
の
こ
ん
も
り
と
茂
っ
た
さ
ま

を
「
蓋
（
き
ぬ
が
さ
）」
に
見
立
て
る
常
套
表
現
で
あ
る
た
め
「
羅
（
う
す
ぎ
ぬ
）」
で
は
意
味
が
重
複
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
詩

経
以
来
、
漢
文
学
に
お
い
て
松
を
表
現
す
る
際
の
常
套
手
段
と
も
い
え
る
蘿
を
、〈
蓋
か
ら
下
げ
る
紐
飾
り
〉
に
見
立
て
た
も
の
と
考
え

る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
。

あ
わ
せ
て
十
二
例
の
蘿
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
歌
の
九
首
の
用
例
の
う
ち
八
首
ま
で
が
額
田
王
の
Ｃ
歌
題
詞
と
同
じ
「
蘿

生
」
で
あ
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
全
て
「
こ
け
む
す
」
と
訓
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、「
小
松
が
末
に
蘿
生
ま
で
に
」、「
真
木
の
葉
も
…
蘿
生
に
け
り
」
の
よ
う
な
針
葉
樹
の
葉
や
梢
に
付
く
も
の
ま
で
苔
類
と
解
し
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て
よ
い
の
か
、
い
ま
一
度
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
万
葉
集
中
に
「
こ
け
」
を
音
仮
名
で
表
記
し
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　
①	

従
吉
野
折
取
蘿
生
松
柯
遣
時
、（
巻
二
当
該
歌
の
題
詞
）

　
②	
妹
が
名
は
千
代
に
流
れ
む
姫
島
の
小
松
が
末
に
蘿
生
ま
で
に
（
巻
二
・
二
二
八
）

　
③	
松
掛
羅
而
傾
蓋
（
巻
五
・
梅
花
三
十
二
首
并
序
）

　
④	
奥
山
の
岩
に
蘿
生
畏
く
も
問
ひ
た
ま
ふ
か
も
思
ひ
あ
へ
な
く
に
（
巻
六
・
九
六
二
）

　
⑤	

詠
蘿
（
巻
七
の
雑
歌
の
分
類
項
目
）

　
⑥	

み
吉
野
の
青
根
が
嶺
の
蘿
蓆
誰
か
織
り
け
む
経
緯
な
し
に
（
巻
七
・
一
一
二
〇
）

　
⑦	

足
代
へ
行
く
小
為
手
の
山
の
真
木
の
葉
も
久
し
く
見
ね
ば
蘿
生
に
た
り
（
巻
七
・
一
二
一
四

　
⑧	

奥
山
の
岩
に
蘿
生
畏
み
と
思
ふ
心
を
い
か
に
か
も
せ
む
（
巻
七
・
一
三
三
四
）

　
⑨	

結
へ
る
紐
解
か
む
日
遠
み
し
き
た
へ
の
我
が
木
枕
は
蘿
生
に
け
り
（
巻
十
一
・
二
六
三
〇
）

　
⑩	

我
妹
子
に
逢
は
ず
久
し
も
う
ま
し
も
の
阿
倍
橘
の
蘿
生
ま
で
に
（
巻
十
一
・
二
七
五
〇
）

　
⑪	

…
…
飛
鳥
の
川
の
水
脈
を
早
み
生
し
た
め
難
き
石
枕
蘿
生
ま
で
に
…
（
巻
十
三
・
三
二
二
七
）

　
⑫	

神
奈
備
の
三
諸
の
山
に
斎
ふ
杉
思
ひ
過
ぎ
め
や
蘿
生
ま
で
に
（
巻
十
三
・
三
二
二
八
）

右
の
う
ち
、
三
例
（
①
③
⑤
）
は
漢
文
体
表
記
の
題
詞
と
序
文
お
よ
び
分
類
項
目
語
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
九
例
が
歌
の
表
現
で
あ
る
。

⑤
の
分
類
項
目
「
詠
蘿
」
の
下
に
収
め
ら
れ
る
の
は
⑥
の
一
一
二
〇
番
歌
一
首
の
み
な
の
で
、
こ
の
歌
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
は

重
要
で
あ
ろ
う
。

前
掲
歌
の
う
ち
、
②
「
小
松
が
末
」、
⑦
「
真
木
の
葉
」、
⑫
「
斎
ふ
杉
」
の
三
首
が
「
蘿
」
と
常
緑
の
針
葉
樹
が
一
緒
に
詠
ま
れ
て

い
る
点
に
お
い
て
、
Ｃ
歌
題
詞
の
「
蘿
生
松
柯
」
に
イ
メ
ー
ジ
が
近
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
②
は
挽
歌
で
、
そ
の
題
詞

に
「
和
銅
四
年
歳
次
辛
亥
河
辺
宮
人
姫
島
松
原
見
嬢
子
屍
悲
嘆
作
歌
二
首
」
と
あ
る
う
ち
の
一
首
目
で
あ
り
、
二
首
目
に
「
沈
み
に
し

妹
が
姿
を
見
ま
く
苦
し
も
」
と
あ
る
鎮
魂
の
歌
で
あ
る
。
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額
田
王
の
一
一
三
番
歌
題
詞
「
蘿
生
松
柯
」
再
考

さ
ら
に
、
⑨
⑩
は
疎
遠
に
な
っ
た
男
女
の
歌
で
、
逢
わ
な
く
な
っ
て
か
ら
月
日
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
お
り
、
二
人

の
関
係
が
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
証
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
が
「
蘿
生
」
な
の
で
あ
る
。
我
々
は
つ
い
、
国
歌
「
君
が
代
」
の
歌

詞
に
よ
っ
て
、〈
苔
む
す
〉
こ
と
に
永
遠
性
賛
美
や
寿
歌
的
な
要
素
を
連
想
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
が
、
前
掲
九
首
の
内
容
を
詳
細
に

確
認
し
て
み
る
と
、
確
か
に
時
の
経
過
を
示
す
も
の
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
「
蘿
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
必
ず
し
も
額
田
王
の
Ｃ
歌
の
「
は
し

き
か
も
」
に
結
び
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
⑥
の
蘿
を
詠
ず
る
歌
を
見
て
み
よ
う
。

　
み
吉
野
の
青
根
が
嶺
の
蘿
蓆
誰
か
織
り
け
む
経
緯
な
し
に
（
巻
七
・
一
一
二
〇
）

こ
の
表
現
も
石
上
に
び
っ
し
り
と
生
え
た
苔
を
想
像
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
こ
れ
を
記
紀
の
岩
屋
戸
神
話
に
見
え
る
「
蘿
」（
か
げ
）

と
解
し
、「
か
げ
む
し
ろ
」
と
訓
む
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
か
げ
、
つ
ま
り
〈
ひ
か
げ
か
づ
ら
〉
は
地
面
上
を
這
う
植
物
で
あ
り
、
岩
の

間
に
生
え
た
も
の
が
、
平
ら
な
岩
の
上
を
這
っ
て
分
枝
し
て
繁
茂
す
る
の
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
遠
く
か
ら
見
る
と
絨
緞
の
よ
う

に
見
え
る
。
蘿
を
〈
蓆
＝
編
ん
だ
敷
物
〉
に
見
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、〈
編
む
〉
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
蔓
状
の
植
物
が
密
生

し
て
い
る
と
解
し
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
次
の
④
と
⑧
も
蘿か
げ

と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
奥
山
の
岩
に
蘿
生
畏
く
も
問
ひ
た
ま
ふ
か
も
思
ひ
あ
へ
な
く
に
（
巻
六
・
九
六
二
）

　
奥
山
の
岩
に
蘿
生
畏
み
と
思
ふ
心
を
い
か
に
か
も
せ
む
（
巻
七
・
一
三
三
四
）

二
首
は
「
畏か
し
こみ
」「
畏
く
も
」
を
み
ち
び
く
序
詞
と
し
て
「
奥
山
の
岩
の
蘿
」
を
使
っ
て
い
る
。
畏
む
べ
き
対
象
は
歌
を
贈
る
相
手
で
あ

る
。「
奥
山
の
岩
」
は
「
蘿
」
の
生
え
た
場
所
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
（
む
ろ
ん
、
生
え
た
場
所
も
重
要
で
は
あ
る
が
）、
序
詞
の
中

で
畏
怖
に
直
接
結
び
つ
く
要
素
は
「
蘿
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
岩
に
神
が
宿
る
と
い
う
よ
う
な
神
聖
な
場
所
で
な
い
限
り
、
岩
に
コ
ケ

が
は
え
る
こ
と
自
体
は
畏
怖
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
二
首
と
も
特
別
な
岩
と
は
し
て
お
ら
ず
、
た
だ
〈
奥
山
の
岩
〉
と
表

現
を
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
歌
の
主
旨
は
、
相
手
に
対
し
て
〈
畏
敬
の
念
を
以
て
接
す
る
〉
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
詠
ま
れ
る
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「
蘿
」
が
コ
ケ
で
は
な
く
、
神
事
に
使
う
〈
ひ
か
げ
か
づ
ら
〉
と
考
え
た
方
が
「
畏
み
」
を
み
ち
び
く
こ
と
に
違
和
感
は
な
い
だ
ろ
う
。

次
に
掲
げ
る
歌
は
、「
か
げ
」
を
得
難
く
特
別
な
も
の
と
し
て
詠
ん
で
お
り
、
④
⑧
に
近
い
。

　
あ
し
ひ
き
の
山
か
づ
ら
か
げ
ま
し
ば
に
も
得
難
き
か
げ
を
置
き
や
枯
ら
さ
む
（
巻
十
四
・
三
五
七
三
）

し
た
が
っ
て
、
④
⑧
の
「
蘿
生
」
は
「
か
げ
お
ひ
」
と
よ
む
べ
き
だ
と
考
え
る
。
但
し
、
ひ
か
げ
か
づ
ら
は
地
上
を
這
う
植
物
で
松
に

は
付
か
な
い
の
で
、
②
⑦
⑫
の
よ
う
に
枝
や
梢
に
つ
く
こ
と
を
う
た
っ
た
も
の
に
当
て
嵌
め
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
樹

木
に
絡
む
ツ
タ
や
カ
ヅ
ラ
の
類
と
み
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
「
こ
け
む
す
」
と
よ
む
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
漢
字
表
記
は
異
な

る
の
だ
が
、
次
の
歌
も
従
来
「
こ
け
む
す
」
と
訓
ま
れ
て
き
た
語
を
も
つ
。

　
い
つ
の
間
も
神
さ
び
け
る
か
香
具
山
の
桙
杉
が
末
に
薜
生
ま
で
に
（
巻
三
・
二
五
九
）

こ
の
「
薜
生
」
は
前
掲
の
②
⑦
⑫
の
「
蘿
生
」
と
同
様
で
あ
ろ
う
。「
薜
」
も
蔓
性
植
物
を
さ
す
漢
字
で
あ
る
。「
香
具
山
」
と
す
る
の

も
何
や
ら
岩
屋
戸
神
話
の
「
蘿
」
を
彷
彿
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
は
「
か
づ
ら
お
ふ
」
ま
た
は
「
か
づ
ら
な
す
」
と
よ
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

み
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、「
蘿
生
」
は
、
時
の
経
過
を
表
現
す
る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
別
の
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
Ｃ
歌
題
詞
の
場
合
、
時
の
経
過
だ
け
で
は
、〈
松
の
枝
〉
の
送
り
主
が
額
田
王
に
何
を
伝
え

た
か
っ
た
の
か
解
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。「
年
寄
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
」
で
も
な
か
ろ
う
。
時
間
の
経
過
を
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
相

手
の
「
長
寿
」
を
祝
う
も
の
で
な
け
れ
ば
礼
を
失
す
る
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
、
前
掲
の
歌
を
従
来
の
よ
う
に
「
こ
け
む
す
」
と

よ
む
限
り
、
そ
こ
か
ら
額
田
王
を
「
は
し
き
か
も
」
と
喜
ば
せ
る
よ
う
な
要
素
を
読
み
取
る
に
は
無
理
が
あ
る
。

以
上
、「
蘿
」
に
か
か
わ
る
歌
を
概
観
し
て
み
た
が
、
従
来
の
よ
う
に
全
て
の
用
例
を
「
こ
け
む
す
」
と
解
釈
す
る
に
は
問
題
が
あ
る

こ
と
は
は
っ
き
り
し
た
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
①
②
③
⑦
⑫
の
よ
う
に
針
葉
樹
と
共
に
詠
ま
れ
る
「
蘿
」
は
、
そ
こ
に
絡
む
植
物

で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
た
。
な
お
、
漢
文
学
で
は
、「
蘿
」
は
『
唐
韻
』
が
説
明
す
る
よ
う
に
「
女
蘿
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
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額
田
王
の
一
一
三
番
歌
題
詞
「
蘿
生
松
柯
」
再
考

四
、
漢
文
学
の
「
女
蘿
」
と
『
懐
風
藻
』
の
「
蘿
」

「
蘿
」
を
「
女
蘿
」
と
し
て
、
こ
れ
を
蔓
性
植
物
と
解
釈
す
る
と
き
、
最
初
に
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、『
詩
経
』
小

雅
の
甫
田
之
什
「
頍
弁
」
で
あ
る
。「
頍
弁
」
は
三
つ
の
章
か
ら
成
る
が
、
そ
の
第
一
章
と
第
二
章
に
は
〈
松
に
絡
む
女
蘿
〉
が
「
蔦
輿

女
蘿
、
施
于
松
柏
」「
蔦
輿
女
蘿
、
施
於
松
上
」
と
歌
わ
れ
る
。「
頍
弁
」
は
小
雅
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
諸
侯
が
賓
客
を
も
て
な
す

際
の
う
た
で
あ
り
、「
兄
弟
親
戚
の
如
き
親
し
い
人
々
を
燕
（
宴
）
す
る
」
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
前
後
に
配
列
さ
れ
る
詩
と
同

様
に
、
古
く
か
ら
幽
王
を
風
刺
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。

　
諸
侯
刺
幽
王
也
。
暴
戻
無
親
、
不
能
宴
楽
同
姓
、
親
睦
九
族
、
孤
危
将
亡
、
故
作
是
詩
也
。

幽
王
は
暴
戻
無
親
で
、
同
姓
・
九
族
（
累
代
の
親
族
姻
族
）
が
集
い
睦
み
合
う
宴
楽
を
催
す
こ
と
が
で
き
ず
孤
立
し
て
、
安
定
的
国
家

経
営
を
為
し
え
な
か
っ
た
。
こ
の
亡
国
の
王
を
諷
刺
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
、
同
姓
九
族
が
宴
楽
親
睦
し
て
喜
び
合
う
さ
ま
を
う
た
っ

た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
胞
が
顔
を
合
わ
せ
て
宴
を
催
す
喜
び
で
あ
る
。

　
有
頍
者
弁
、
実
維
伊
何
、
爾
酒
既
旨
、
爾
殽
既
嘉
、

　
豈
伊
異
人
、
兄
弟
匪
他
、
蔦
輿
女
蘿
、
施
于
松
柏
、

　
未
見
君
子
、
憂
心
奕
奕
、
既
見
君
子
、
庶
幾
説
懌
。

　
有
頍
者
弁
、
実
維
何
期
、
爾
酒
既
旨
、
爾
殽
既
時
、

　
豈
伊
異
人
、
兄
弟
具
来
、
蔦
輿
女
蘿
、
施
於
松
上
、

　
未
見
君
子
、
憂
心

、
既
見
君
子
、
庶
幾
有
臧
。

右
の
傍
線
の
箇
所
で
、
蔓
状
の
植
物
〈
蔦
〉
と
〈
女
蘿
〉
が
松
柏
の
上
に
這
う
さ
ま
を
い
う
。「
施
」
は
延
び
る
意
で
あ
る
。
こ
の
句
の
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注
に
は
「
女
蘿
莵
絲
松
蘿
也
」
と
あ
る
。
女
蘿
が
施の

び
る
こ
と
を
う
た
う
句
の
説
明
「
松
の
蘿
」
が
後
に
誤
っ
て
女
蘿
の
別
名
と
さ
れ

た
ら
し
い
。
先
に
『
和
名
抄
』
を
引
用
し
て
蘿
＝
松
蘿
＝
女
蘿
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
こ
に
あ
げ
る
〈
松
上
の
女
蘿
〉
と
一
一

三
番
歌
の
題
詞
〈
蘿
生
松
〉
と
が
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

『
詩
経
』「
頍
弁
」
詩
の
場
合
は
、
蘿
が
松
上
に
延
び
る
さ
ま
は
親
族
が
密
接
に
絡
み
頼
り
支
え
合
う
こ
と
の
比
喩
と
し
て
提
示
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
弓
削
皇
子
が
吉
野
か
ら
〈
松
の
枝
〉
を
送
っ
た
理
由
が
「
頍
弁
」
の
蘿
と
松
を
下
敷
き
に
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

こ
に
込
め
ら
れ
た
の
は
「
蔦
輿
女
羅
、
施
于
松
柏
」
に
続
く
句
「
未
見
君
子
、
憂
心
奕
奕
、
既
見
君
子
、
庶
幾
説
懌
」（
会
わ
な
い
と
心

配
で
落
ち
着
か
な
い
が
、
既
に
会
え
ば
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
だ
）
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
で
も
こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
て
「
蔦
輿
女
羅
、
施
於

松
上
」
に
「
未
見
君
子
、
憂
心

、
既
見
君
子
、
庶
幾
有
臧
」
が
置
か
れ
る
。
少
し
語
句
を
変
化
さ
せ
て
は
い
る
も
の
の
意
味
は
殆

ど
同
じ
で
あ
る
。〈
松
の
枝
〉
に
額
田
王
を
気
遣
う
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
受
け
取
っ
た
額
田
王
が
「
愛は

し

き
か
も
」
と
嘆
ず
る
こ
と
は
な
い
。
前
稿
で
も
述
べ
た
が
、〈
蘿
の
絡
ん
だ
松
〉
を
詠
む
詩
を
も
う
一
つ
あ
げ
て
お
き
た
い
。
女
性
の
恋

心
を
う
た
う
「
華
山
畿
」
の
な
か
の
一
首
で
あ
る
。

　
松
上
蘿
　
願
君
如
行
雲
　
時
時
見
経
過

こ
れ
も
「
頍
弁
」
に
近
い
意
味
で
、
絡
み
合
っ
た
蘿
と
松
に
よ
っ
て
親
密
な
間
柄
を
示
し
、
こ
の
あ
と
に
自
分
の
思
い
「
時
時
見
経
過
」

（
行
く
雲
の
ご
と
く
い
つ
も
姿
を
見
せ
て
通
り
過
ぎ
よ
）
を
述
べ
る
。
詩
経
の
「
頍
弁
」
で
あ
っ
て
も
、
華
山
畿
で
あ
っ
て
も
、「
顔
を

見
た
い
」
が
そ
の
主
旨
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
額
田
王
の
Ｃ
歌
の
題
詞
に
当
て
嵌
め
て
考
え
る
な
ら
ば
、
弓
削
皇
子
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
「
お
気
持
ち
は
こ
れ
（
松
上
蘿
）
で
し
ょ
う
。
わ
か
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
故
、
額
田
王
は
Ｂ
歌
の
「
吾

が
思
へ
る
ご
と
」
を
理
解
し
て
く
れ
た
こ
と
を
示
す
「
蘿
生
松
」
を
「
は
し
き
か
も
」
と
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
同
時
代
の
『
懐
風
藻
』
詩
に
は
詠
作
の
場
（
環
境
）
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
た
め
の
小
道
具
と
し
て
「
蘿
」
を
詠
ん
だ

も
の
が
見
ら
れ
る
。
次
に
作
品
の
該
当
部
分
の
み
を
挙
げ
る
。
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額
田
王
の
一
一
三
番
歌
題
詞
「
蘿
生
松
柯
」
再
考

　
イ
　
飛
文
山
水
地
　
命
爵
薜
蘿
中
（
三
一
「
遊
吉
野
」
藤
原
不
比
等
）

　
ロ
　
石
壁
蘿
衣
猶
自
短
　
山
扉
松
蓋
埋
然
長
　
已
得
攀
龍
鳳
、
大
隠
何
用
覓
仙
場
（
九
〇
「
左
僕
射
長
王
宅
宴
」
藤
原
宇
合
）

　
ハ
　
結
蘿
為
垂
幕
　
枕
石
臥
巌
中
（
一
〇
四
「
初
春
在
竹
溪
山
寺
於
長
王
宅
宴
追
致
辞
」
釈
道
慈
）

な
ど
、
明
ら
か
に
蔓
性
の
植
物
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
不
比
等
の
詩
は
、
吉
野
を
「
山
水
の
地
」「
薜
蘿
中
」
と
し
て
、
神
仙

の
地
と
し
て
描
く
。「
薜
」
も
「
蘿
」
も
蔓
性
植
物
を
さ
す
文
字
で
あ
り
、
こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
た
熟
語
で
あ
る
の
で
、
葛
の
類
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
特
定
の
植
物
を
指
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
藤
原
宇
合
の
詩
も
不
比
等
と
同
様
で
、
作
詩
の
場
で
あ
る
長
屋
王

邸
が
隠
者
の
住
ま
い
風
に
設
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
描
く
の
に
「
石
壁
蘿
衣
」、「
山
扉
松
蓋
」
を
い
う
の
で
あ
る
。
蘿
衣
は
「
短
」
と

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
岩
石
に
這
い
伝
わ
る
蔦
の
ご
と
き
蔓
性
の
植
物
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
短
」
と
す
る
の
は
結
句
「
已
得
攀
龍
鳳
、

大
隠
何
用
覓
仙
場
」
を
導
く
伏
線
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
本
来
、
俗
世
と
隔
た
っ
た
仙
場
（
神
仙
の
住
居
）
に
近
づ
く
に
は
、
険
し
い

岩
壁
に
垂
れ
下
が
る
蘿
葛
を
攀
じ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
蘿
は
ま
だ
短
く
て
役
に
立
た
な
い
が
、
敢
え
て

蘿
葛
を
攀
じ
ず
と
も
、
既
に
そ
の
気
分
を
味
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
、
龍
鳳
の
よ
う
な
長
屋
王
に
攀
じ
て
（
親
し
ん
で
）
い
る
の
だ
か
ら
、

今
さ
ら
仙
境
を
探
し
求
め
る
必
要
は
無
い
。
我
々
は
大
隠
な
の
だ
か
ら
。
宇
合
は
、
蘿
と
松
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現
す
る
こ
と
が
定
番

だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
釋
道
慈
は
自
分
が
修
行
す
る
山
中
の
寺
に
お
け
る
生
活
を
、「
結
蘿
為
垂
幕
　
枕
石
臥
巌

中
」
と
す
る
。
こ
の
岩
場
と
蘿
葛
の
組
み
合
わ
せ
も
中
国
六
朝
時
代
以
来
の
遊
仙
文
学
の
風
景
描
写
の
な
か
で
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。

か
づ
ら
で
編
ん
だ
と
ば
り
は
薜
帷
な
ど
と
も
表
現
さ
れ
る
。『
懐
風
藻
』
に
も
「
蘿
」
を
コ
ケ
の
意
味
で
使
用
し
た
と
確
認
で
き
る
も
の

は
無
く
、「
蘿
」「
薜
」「
葛
」
な
ど
の
蔓
植
物
は
、
山
中
の
隠
者
や
神
仙
の
生
活
す
る
場
所
の
特
別
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
た
め
の
小
道

具
と
し
て
描
か
れ
る
。

先
に
も
触
れ
た
が
、『
芸
文
類
聚
』
草
部
に
は
「
蘿
」
で
は
な
く
、「
女
蘿
」
が
項
目
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。「
女
蘿
」
が
詩
経
の

「
頍
弁
」
に
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蔓
性
の
植
物
を
い
う
言
葉
と
し
て
定
着
し
て
お
り
使
用
頻
度
が
高
か
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
こ
に
は
、
基
礎
的
文
献
と
し
て
の
『
広
雅（
（注

（
注

』
と
『
毛
詩
』（
詩
経
）
の
引
用
が
あ
り
、
そ
の
後
に
詩
二
首
の
み
を
載
せ
る
。
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広
雅
曰
、
女
蘿
、
松
蘿
也
。
莵
絲
也
。
毛
詩
曰
、
蔦
与
女
蘿
、
施
于
松
上
。

　
　
　
　
　  「
詠
女
蘿
」
詩
　
　
　
　
　
王
融
（
斉
）

　
冪
歴
女
蘿
草
、
蔓
衍
旁
松
枝
、
含
烟
黄
且
緑
、
因
風
巻
復
垂
。

　
　
　
　
　  「
賦
松
上
軽
蘿
」
詩
　
　
　
劉
刪
（
陳
）

　
葉
繞
千
年
蓋
、
條
依
百
尺
枝
、
属
与
松
風
動
、
時
将
薜
影
垂
、

　
学
帯
非
難
結
、
為
衣
或
易
披
、
山
河
若
近
遠
、
独
自
楚
人
知
。

右
の
二
首
か
ら
も
漢
文
学
の
世
界
の
「
蘿
」
は
、
蔓
植
物
を
指
し
て
お
り
、
松
樹
と
結
び
つ
く
も
の
だ
と
わ
か
る
。
ま
た
、『
芸
文
類

聚
』
が
草
部
の
他
の
項
目
に
お
い
て
は
『
本
草
経
』
を
冒
頭
に
引
用
し
て
、
さ
ら
に
複
数
の
基
礎
的
文
献
を
引
い
て
説
明
を
す
る
の
に

対
し
て
、
女
蘿
の
項
で
は
『
広
雅
』
と
毛
詩
の
句
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
女
蘿
」
の
項
目
は
必
要
だ
が
、
と
く
に
詳
し
い
説
明
を
要

し
な
い
語
句
だ
と
わ
か
る
。
王
融
の
「
詠
女
羅
」
は
「
冪
歴
」
と
し
て
（
草
な
ど
が
覆
い
被
さ
る
さ
ま
）
女
蘿
の
蔓
は
枝
に
依
っ
て
延

び
拡
が
る
こ
と
を
う
た
う
。
陳
の
劉
刪
の
「
賦
松
上
軽
蘿
」
の
詩
題
に
は
「
軽
蘿
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
風
に
吹
か
れ
て
軽
や
か
な
さ

ま
を
い
う
語
で
あ
っ
て
、
植
物
名
で
は
な
い
。
こ
の
詩
で
植
物
を
さ
す
語
は
「
蘿
」
と
「
松
」
の
み
で
あ
り
、
繞
、
條
、
薜
、
垂
、
帯

な
ど
の
語
が
「
蘿
」
の
形
状
を
よ
く
表
し
て
い
る
。『
詩
経
』
の
小
雅
「
頍
弁
」
を
は
じ
め
と
し
て
、「
松
に
蘿
」
の
組
み
合
わ
せ
は
定

型
化
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
万
葉
の
時
代
に
は
自
明
の
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
事
柄
が
、『
和
名
抄
』
の
「
萬
豆
乃
古

介
一
云
佐
流
乎
加
世
」
の
記
述
に
よ
っ
て
、
解
釈
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。「
蘿
生
松
柯
」
に
お
け
る
我
が
国
の
上

代
人
の
理
解
も
『
毛
詩
』
の
注
「
延
展
蔓
生
於
松
柏
、
有
相
附
之
理
也
、
兄
弟
亦
然
」
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
謂
う
ま

で
も
な
く
、『
詩
経
』
は
当
時
の
知
識
階
級
に
は
基
本
書
籍
で
あ
る
。
な
お
、
先
に
も
示
し
た
『
万
葉
集
』
巻
五
の
大
伴
旅
人
の
「
梅
花

宴
の
序
」
文
中
に
見
え
る
風
景
描
写
「
松
掛
羅
而
傾
蓋
」
も
同
様
の
象
徴
的
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
。
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額
田
王
の
一
一
三
番
歌
題
詞
「
蘿
生
松
柯
」
再
考

五
、
結
び

筆
者
は
額
田
王
と
弓
削
皇
子
の
当
該
歌
を
〈
恋
歌
〉
と
し
て
で
は
な
く
、
本
来
の
相
聞
〈
親
し
い
者
が
互
い
に
近
況
を
尋
ね
た
り
報

告
し
た
り
す
る
意
〉
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
相
聞
の
「
聞
」
は
新
聞
の
聞
と
同
じ
で
ニ
ュ
ー
ス
の
意
で
あ
る
。
同
じ
巻
二
で
い
え
ば
、

九
一
と
九
二
、
一
〇
一
と
一
〇
二
、
一
〇
三
と
一
〇
四
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

歌
の
応
酬
が
繰
り
返
さ
れ
る
場
合
、
最
初
の
テ
ー
マ
を
全
く
変
え
ず
に
、
歌
を
返
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
最
初
の
受
け
答
え
の

表
現
を
意
識
し
つ
つ
も
テ
ー
マ
を
転
換
さ
せ
て
別
の
方
向
へ
も
っ
て
い
く
の
が
普
通
だ
ろ
う
。
筆
者
は
か
つ
て
、
弓
削
皇
子
と
額
田
王

の
贈
答
に
つ
い
て
、「
い
に
し
へ
に
恋
ふ
る
鳥
」
と
し
て
懐
旧
を
題
材
に
し
て
い
る
が
、
懐
旧
そ
の
も
の
が
主
題
な
の
で
は
な
く
、
ほ
と

と
ぎ
す
の
言
葉
遊
び
を
た
の
し
ん
だ
や
り
取
り
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
が
（
（注

（
注

、
そ
の
考
え
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。
弓
削
皇
子
が

投
げ
か
け
た
「
鳴
き
な
が
ら
そ
ち
ら
へ
飛
ん
で
行
っ
た
い
に
し
へ
に
恋
ふ
る
鳥
」
の
謎
掛
け
の
歌
に
対
し
て
、
額
田
王
が
出
し
た
答
え

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に
「
け
だ
し
や
鳴
き
し
吾
が
思
へ
る
ご
と
」
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た
。
こ
ん
ど
は
額
田
王
が
「
吾
が
思
へ
る
ご
と
」
に
よ
っ

て
、〈
都
に
残
っ
て
い
る
私
の
気
持
は
ど
ん
な
で
し
ょ
う
〉
と
謎
を
か
け
た
の
で
あ
る
。（
ほ
と
と
ぎ
す
は
〈
程
時
過
ぎ
に
け
り
〉
も
し

く
は
〈
か
く
恋
ふ
〉
ど
ち
ら
と
思
う
か
）
と
。
弓
削
皇
子
が
出
し
た
答
え
は
「
歌
」
で
は
な
く
吉
野
の
「
蘿
生
松
柯
」
で
示
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
親
族
・
姻
族
が
集
う
饗
宴
の
喜
び
と
逢
え
な
い
間
の
心
情
を
う
た
う
「
頍
弁
」
を
想
起
さ
せ
る
蘿
の
絡
ん
だ
松
で
あ
る
。
そ

こ
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
あ
な
た
の
お
気
持
ち
は
、
逢
え
な
い
と
残
念
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
こ
ち
ら
も
同
じ
で
す

よ
」
を
読
み
解
い
て
満
足
し
た
額
田
王
は
Ｃ
歌
に
「
愛
し
き
か
も
」
と
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

「
蘿
生
松
柯
」
の
解
釈
が
「
サ
ル
ヲ
ガ
セ
」
へ
と
傾
い
た
理
由
は
、
江
戸
期
に
度
々
刊
行
さ
れ
た
『
和
名
抄
』
が
準
拠
と
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
因
る
の
だ
が
、
そ
の
記
述
も
ま
た
、
本
草
学
の
書
物
の
影
響
を
受
け
て
混
乱
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。『
毛
詩
』
に
端
を
発
す

る
〈
松
と
蘿
〉
の
文
学
表
現
は
形
状
に
よ
る
比
喩
や
象
徴
性
が
重
要
な
の
で
あ
る
が
、
本
草
学
は
薬
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
目
的
で
植

物
を
厳
密
に
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
本
草
学
が
い
う
「
松
蘿
」
は
、〈
蘿
の
生
じ
た
松
〉
で
は
な
い
。
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【
注
】

（
注
１
）		
別
の
機
会
の
も
の
と
み
る
説
も
あ
る
。
た
だ
し
、
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
三
首
が
同
一
機
会
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
な
い
た
め
、
断

定
を
さ
け
て
い
る
。
も
し
、
三
首
が
一
連
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
Ｃ
歌
題
詞
の
冒
頭
に
「
更
」「
又
」
な
ど
の
文
字
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
無
い
た
め
、
別
の
吉
野
行
幸
時
の
歌
と
解
釈
す
る
余
地
が
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
諸
注
釈
を
確
認
し
て
み
る
と
、
三
首
を
一
連
の
も
の
と

捉
え
て
お
り
、
Ｃ
歌
の
題
詞
に
あ
る
「
従
吉
野
折
取
蘿
生
松
柯
遣
」
と
い
う
行
為
は
弓
削
皇
子
に
よ
る
も
の
で
、
額
田
王
の
Ｃ
歌
は
弓
削
皇
子
に
向
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
す
る
の
が
大
方
の
見
解
で
あ
る
。

（
注
２
）		

拙
稿
「
額
田
王
の
一
一
三
番
歌
と
華
山
畿
の
「
松
上
蘿
」
―
題
詞
の
「
蘿
生
松
柯
」
が
意
味
す
る
も
の
―
」（『
文
芸
と
思
想
』
八
〇
号
　
二
〇

一
六
年
二
月
）

（
注
３
）		

『
倭
名
類
聚
抄
』
は
伝
本
に
よ
っ
て
表
記
が
異
な
り
、（
和
名
抄
・
倭
名
抄
・
倭
名
抄
類
聚
鈔
な
ど
）
一
定
し
な
い
。
ま
た
、
内
題
と
外
題
が
異
な
る

も
の
も
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
『
和
名
抄
』
で
統
一
す
る
。
な
お
、
刊
本
に
つ
い
て
は
、
宮
澤
俊
雅
の
「
倭
名
類
聚
抄
の
板
本
に
つ
い
て
」（
北
大
文
学

部
紀
要
四
六

−

二
）
が
参
考
に
な
る
。

（
注
４
）		

『
日
本
紀
私
記
』
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
前
期
に
か
け
て
宮
中
で
行
わ
れ
た
日
本
紀
講
筵
の
訓
読
の
記
録
。

（
注
５
）		

『
切
韻
』
は
周
祖
謨
編
『
唐
五
代
韻
書
集
存
』
に
、『
広
韻
』
は
周
祖
謨
の
『
広
韻
校
本
』
に
依
っ
た
。

（
注
６
）		

『
本
草
和
名
』
醍
醐
天
皇
の
侍
医
深
根
輔
仁
の
撰
。
延
喜
年
間
（
九
〇
一

−

九
二
二
）
に
成
る
。

（
注
７
）		

サ
ル
ヲ
ガ
セ
（
猿
麻
枷
）
は
蔓
状
の
植
物
で
は
な
い
。
本
州
で
は
霧
が
多
く
発
生
す
る
亜
高
山
帯
（
も
し
く
は
緯
度
の
高
い
地
域
）
の
樹
木
（
コ
メ

ツ
ガ
、
シ
ラ
ビ
ソ
な
ど
）
に
附
着
す
る
こ
と
が
多
い
。
霧
中
の
水
分
と
光
合
成
だ
け
で
成
長
す
る
た
め
、
一
部
が
枯
死
し
て
陽
当
た
り
の
よ
い
樹
木
や

枝
を
水
平
に
伸
ば
す
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
に
付
い
て
垂
れ
下
が
る
。

（
注
８
）		

莵
絲
＝
ね
な
し
か
ず
ら
。
山
野
に
自
生
す
る
ヒ
ル
ガ
オ
科
の
蔓
性
の
一
年
生
寄
生
植
物
。
灌
木
や
草
木
の
上
に
蔓
を
伸
ば
し
て
寄
生
す
る
も
の
で
、

松
の
樹
上
の
よ
う
な
高
い
所
に
付
く
こ
と
は
な
い
。

（
注
９
）		

『
爾
雅
註
疏
紀
聞
』
幕
府
の
医
官
（
本
草
学
者
）
の
小
野
蘭
山
の
著
。
寛
政
年
間
に
成
る
。

（
注
10
）		

契
沖
の
『
代
匠
記
』
精
撰
本
の
完
成
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）。
真
淵
『
万
葉
考
』
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
刊
。
千
蔭
『
略
解
』
は
文
化
九
年

（
一
八
一
二
）
刊
。

（
注
11
）		

貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』
は
本
草
学
の
対
象
と
な
る
も
の
を
分
類
解
説
。
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
刊
行
。

（
注
12
）		

『
広
雅
』
十
巻
は
魏
の
張
揖
の
撰
。
注
箋
等
諸
説
を
採
っ
て
『
爾
雅
』
を
増
大
さ
せ
た
も
の
。

（
注
13
）		

拙
稿
「
弓
削
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
―
ど
の
よ
う
に
懐
旧
を
読
み
取
る
か
―
」（『
香
椎
潟
』
四
七
号
　
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）


